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① 相手の身になって聴くために 

  ★人権感覚の育成に関わる指導内容 

【実践編】事例１２：聴く技能を育てる指導 

   【指導等の在り方編】Ｐ２２～２４ 

 

② 命の大切さについて考えよう 

  ★効果的な学習教材の選定・開発 

【実践編】事例１７： 外部講師の講話の教材化／生命の大切さに 

           関する教材 

   【指導等の在り方編】Ｐ２５～２７ 

 

③ 情報社会と自己責任 

  ★児童生徒の発達段階を踏まえた指導方法の工夫 

【実践編】事例２９：中学校における取組 

   【指導等の在り方編】Ｐ３０～３１ 

中学校 
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１ 題材について 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 主な題材のねらい 

 

 

 

 

  

 

３ 指導のポイント 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生徒は、家庭や学校、地域の集団など様々な人間関係の中で生活してい

る。これらの人間関係について振り返らせ、集団の中での行動や生き方に

ついて考え、望ましい人間関係を確立していくことが大切である。 

また、現代の青少年については、人間関係の希薄さや他人に共感して思

いやる心の弱さなどが指摘されており、人間関係を形成する力や自己表現

力などをはぐくむ取組を進めていく必要がある。さらに、他者の感情をく

み取り、共感的に理解する技能は人権感覚を育成する上でも不可欠となる。 

本題材では、相手の話を傾聴する技能に焦点を当て、その大切さや方法

について話し合うことにより、安心して自分の意見を出し合える支持的な

学級の雰囲気をつくることをねらいとする。そのために、ロールプレイン

グを取り入れた話し合いを行い、体験を通して相手の話を共感的に受け止

めることの大切さに気付かせ、自分の言動を振り返り、よりよい人間関係

づくりのために相手の話を能動的に聴こうとする態度を養う。 

○導入のロールプレイングでは、相手の気持ちを考えない聴き方を体験するこ

とにより、これまでの自分の「聴く態度」を振り返り、相手の話を傾聴する

ことの必要性を感じられるようにする。 

○どうすればよい聴き手になれるのか、ブレーン・ストーミングの手法を活用

して多くの考えを出させ、様々な視点から意見を集約できるようにする。 

○集約した意見を使ったロールプレイングを行い、最初のロールプレイングと

の違いを感じさせることで、傾聴の有用感や活用への意欲を高める。 

○学習したことを日常化するため、グループや学級で話し合った「聴き方」を

教室に掲示する。 

◇友だちの話を傾聴することの大切さや、その方法について話し合い、学級

での人間関係を豊かなものにしていこうとする態度や実践力を高める。 

◆相手の話を傾聴し、気持ちを受けとめ、共感的に理解することができる。 

＜技能的側面＞ 

相手の身になって聴くために 
                      学級活動「望ましい人間関係の確立」 

中学校 事例１２：聴く技能を育てる指導 
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４ 学習の概要（１時間取扱い）  ※   →「６ 展開例」で示している学習 

学習内容 指導上の留意点 

事前指導 

○「他の人々に対し思いやりの心をもつ」 

              （道徳） 

 

○日常指導・観察 

 

 

・自他の存在の大切さに気付き、互いの

存在を肯定的に受けとめようとする態

度を養う。 

・生徒の日常生活における人間関係を把

握しておく。 

学習活動          （１時間） 

１ 相手の気持ちを共感していない聴き方

をロールプレイングで体験する。 

 

２ 話の聴き方について考え、話し合う。 

○個人で考える。 

○グループで話し合う。 

 

３ 話の聴き方について考える。 

 

 

４ グループで考えた話の聴き方を使って、

ロールプレイングを行う。 

 

 

・ロールプレイングを通して、自分の行

動や態度を振り返らせ、学習の必要性

を感じられるようにする。 

・自分の経験をもとに、相手のことを考

えた聴き方について考え、話し合うよ

うにする。 

 

・グループで出された意見をもとに、協

力して話の聴き方を集約できるように

支援する。 

・２回のロールプレイングの違いにより、

相手の話を傾聴することの大切さを実

感できるようにする。 

事後指導          

○みんなで考えた話の聴き方を教室に掲示

する。 

 

○授業や日常生活で実践する。 

 

 

・人権コーナー等に、グループや学級で

考えた話の聴き方を掲示する。 

 

・普段の授業や生活の中で活用できるよ

う支援する。 

 

５ 準備 

 

 

 

 

 

 

 

○生徒の日常生活の様子を観察し、「聴き方」の実態や課題を整理しておく。 

○ロールプレイング用カード 

 ※話し手用の原稿は、生徒自身が書いた文章を用いてもよい。生徒の日常生 

活でよく見られる場面を取り上げる。（３分程度) 

○ワークシート 

○参考例（話の聴き方を集約する際の支援用） 
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６ 展開例（１時間取扱い） 

＜目標＞ 

◇ロールプレイングを通して、相手の話を傾聴することの大切さに気付き、学級

における人間関係づくりに生かしていこうとする。 

◆相手の気持ちを考えた聴き方を考えることができる。＜技能的側面＞ 

主な学習活動 ○教師の支援 ◇◆評価 備考 

１ 相手の気持ちを考えていない聴

き方を体験する。 

○資料を使い、ロールプレイングを

行う。     （５分程度） 

○感想を出し合う。 

   

 

 

２ 本時のめあてをつかむ。 

 

 

○話し手（１人）、聞き手（４人）の

役を演じさせ、感想を話し合わせ

る。 

 

○演技者と演技を見た生徒の感想や、

「これでよいのだろうか」と問いか

けることで、「話の聴き方」の学習

の必要性を感じられるようにする。 

 

 

 

資料 

ロールプ

レイング

の進め方 

 

ワーク 

シート 

 

 

３ 話の聴き方について考える。 

 

○個人で、付せんに書く。 

○広い紙に付せんを貼りながら、グ

ループで意見を出し合う。 

○似ているものを分類し、意見をま

とめる。 

 

４ 相手の話を傾聴する方法やその

ポイントを集約する。 

○思い浮かばない生徒には、学習活動

１のロールプレイングと逆の言動

を考えさせるなど支援する。 

○出された意見（付せん）は否定せず、

多くの考えが出せるようにする。 

◆相手の気持ちを考えた共感的な聴

き方を考えることができる。 

 

○考えつかないときや、視点がそれた

ときは、参考例を示し支援する。 
 

 

 

ワーク 

シート 

 

付せん 

 

 

 

 

 

参考例 
※参考例２

を資料に掲

載 

５ 相手の気持ちを考えた聴き方を

体験する。 

○ルールを使った聴き方で、ロール

プレイングを行う。 （５分程度） 

○感想を出し合う。 

 

 

 

６ まとめ 

○ロールプレイングを通して、聴き方

の違いを体感させる。 

○感想を出し合わせることで、共感的

な傾聴のよさに気付かせる。 

 

◇相手の話を傾聴する大切さに気付

き、生活に生かしていこうとする。 

 

○集約したものを掲示し、学級生活に

生かしていくことを伝える。 

ワーク 

シート 

体験的な学習 

・いい気持ちはしないよ。 

・こんな人いるなあ。 

自分がされてうれしい聴き方を考えよう。 

参考例１ 

①あいづち、うなずき 

②目線、体を向ける 

③最後まで聞く 

・いい気持ちになった。 

・話がしやすい。 

 



 39 

７ 活用例 

 

 

 

 

 

 

 

 

８ 資料 

＜ロールプレイングの進め方＞※ここでは、5 人で行う場合を示す。 

 演技をする生徒に下のようなカードを配付します。話し手Ａを１人、聴き手は 

 Ｂを１人、Ｃを２人、Ｄを１人の合計５人で行います。 

 

＜参考例２＞※活用しやすいように工夫した例 

参考例２ 

  あ･･･相手の目を見て 

  い･･･いっしょうけんめいに 

  う･･･うなずきながら 

  え･･･笑顔で 

  お･･･おしゃべりしないで 

 

 

 

○Ａ(話し手)は、次の文章を読んでください。 

 

 
 

 

 
 

○Ａが話をしている時、Ｂ～Ｄの人は次のことを演じてください。 
 

 

 

 

 
 

◆ロールプレイングを見て(演じて)、どのように感じましたか？ 

 

 

 

＜小学校＞ 

（例）発達段階に応じて、台本の場面を工夫し、学習を行う。 

＜小学校・中学校・高等学校＞ 

（例）非攻撃的な自己主張（アサーティブネス）など「話し方・伝え方」につ

いて学習し、コミュニケーション能力や他者の痛みや感情を共感的に受容

できるための想像力や感受性を高める。 

     

（例）最近、昼休みの生活の中で気になることがあります。それは、机の落書きの件

です。かいている人は遊び半分だと思いますが、はたしてそれでいいのでしょうか？ 

 ある日、私が注意すると「どうせ消すからいいだろ！」と言われました。「鉛筆でか

いているのだから消せばいいんでしょ。」という考え方はおかしいと思います。 

 

【聞き手】 Ｂ：つまらなさそうな態度で、黙って見ている。 

       Ｃ：話し中、他の人に話しかける。 

        Ｃ１：「なんだよ。そのくらいでねえ。」 

        Ｃ２：「そんなのみんなやってるよ。」 

      Ｄ：下を向いて、何か書いている。 
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＜ワークシート＞ 

 

相手の身になって聴くために 

 
                         (  )年(  )組(  )号(         ) 

 

１ ロールプレイングの感想 

 

 
 

 

    

 今日のめあて 

 

 

 
２ 自分がされてうれしい話の聴き方を書いてみよう。 
 

    

 
 

    
 

 

    

 
 

 

 
３ うれしい話の聴き方のポイントをまとめてみよう。 

 
 

 

 
 

 

 
 

４ ポイントを生かしたロールプレイングの感想 

 

たくさんのアイデアを出し、まとめていく方法 

 

(１)個人で一枚の付せんに１つずつ、 

「自分がされてうれしい話の聴き方」を書く。 

(２)考えた聴き方を自由に出し合い、紙に貼っていく。 

  ※このとき、出された意見は否定しないようにする。 

(３)出された意見（付せん）を、似ているものに分類する。 

(４)班の意見をまとめる。 

自分がされてうれしい話の聴き方を考えよう。 

 

  ・・・ 

  ・・・ 

  ・・・ 

  ・・・ 

  ・・・    



 41 

 

 

 

 

１ 主題について 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 主な主題のねらい 

 

 

 

 

  

 

３ 指導のポイント 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

近年、生徒の生活様式が変化し、自然や人間とのかかわりの希薄さから

生命の尊さについて考える機会が少なくなっている。また、いじめ、暴力

行為、性に関する問題など、命を軽視した痛ましい事件が増加するなど、

コミュニケーション能力の低下や未発達、自尊感情や自己肯定感の低下、

過剰な情報にさらされているなどの現実がある。 

このような時代だからこそ、命の大切さやお互いを尊重し合う態度、自

分を大切にする心の育成が不可欠であり、ともに生きる喜びや大切さに気

付けるような教材の活用が望まれる。 

自他の命を尊ぶためには、まず自分の命の尊厳、尊さを深く考えること

が大切である。そこで、本主題では、助産師の講話や保護者からの手紙を

通して、生命の誕生や自分に対する様々な人々の願いを知り、自分の命の

大切さを深く自覚させるとともに、他者の命を尊重する態度を身に付ける

ことができるようにする。  

○学校での取組を保護者に伝え、理解を得るとともに協力体制をつくる。 

○生徒一人一人の生活背景をしっかり把握し、家庭環境等に十分配慮しながら

進める。 

○命に直接かかわる仕事として助産師を招き、体験談などの講話により、生命

誕生のすばらしさや、命の大切さに気付くようにする。 

○保護者や成長を支えてくれた人からの手紙（メッセージ）をもとに話し合う

ことで、保護者や成長を支えてくれた人に対する敬愛の念を深め、感謝の気

持ちをもたせるとともに、自他の命の大切さについての自覚を深めるように

する。 

 

◇自分の成長を振り返り、保護者や自分の成長を支えてくれた様々な人たち

の願いに触れ、自他の命を大切にする心情や態度を養う。 

◆生命の尊さや、自分や他の人たちが大切な存在であることに気付く。 

＜価値的・態度的側面＞ 

命の大切さについて考えよう 
                              道徳３（１）「生命尊重」 

中学校 事例１７：外部講師の講話の教材化 
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４ 学習の概要（１時間取扱い） ※   →「６ 展開例」で示している学習 

学習内容 指導上の留意点 

事前指導   （総合的な学習の時間※） 

命の大切さをみつめよう    （１時間） 

○保健体育の学習を思い出し、自分たちに起

こっている体の変化と生命誕生のつなが

りを考える。 

○VTR 資料を見て、生命の誕生について話

し合う。 

※本事例は、「総合的な学習の時間」と

関連させた事例である。 

・思春期は、命をはぐくむ機能が成熟す

ること（保健体育の学習）を確認する。  

・ＶＴＲ資料を視聴し、人間が誕生する

ことの素晴らしさや、自分の命につい

て考えさせる。  

助産師さんの話を聞こう    （２時間） 
外部講師（助産師）から、生命の誕生のす
ばらしさについて話をきく。 

○赤ちゃんの人形の重さを体感する。 
 
○妊娠中の母親の様子や、命の誕生を支える
人たちの思いについて話を聞く。 

○命や性に関する問題について話を聞く。 
 
○助産師に質問や聞き取りをする。 

 ・出産のときの様子  

・命の尊さに関する体験  等 

※外部講師は、産院で働く人や保護者な
ど、地域の実態等に応じて決定する。 

 
・話を聞くだけでなく、実感できるよう
にする。 

・命の誕生には、多くの人たちの支えが
あることに気付かせる。 

・命をはぐくむ立場になることを自覚

し、自分のこととして考えさせる。 

・命の大切さについて、主体的に学べる

よう支援する。 

学習活動        （道徳：１時間） 

１ 保護者や成長を支えてくれた人からの

手紙を読む。 

２ 自分の幼いころについて話し合う。 

３ 手紙を読んで感じたこと、考えたことを

話し合う。 

・グループで話し合う。 

・グループ代表の感想を聞く。 

４ 教師の話を聞く。 

※学級の実態等によっては、生徒がイン

タビューしたり、何人かの保護者の手

紙を取り上げたりする。 

・話しやすい話題を用意し、認め合う雰

囲気を高める。 

・助産師の講話で学んだことと手紙の内

容を重ねて考えさせ、自他の命につい

ての考えを深めるようにする。 

・教師自身の家族への思いを語る。 

事後指導 

○保護者や成長を支えてくれた人への手紙

を書く。 

○命や人権についての考えを深める。 

    （総合的な学習の時間、学級活動等） 

※学級生活上の課題があれば、そうした問題

とつなげて学習する。 

 

・学習を通して感じたこと、考えたこと

を素直に伝え、書いてくれた人へ直接

渡すようにする。 

・許可を得て、感想や手紙を学級通信等

で紹介する。また、３年生の進路指導

の取組につなげていく。 

５ 準備 

 

 

 

 

 

○保護者や成長を支えてくれた人からの手紙（協力依頼等を含む） 

○命の誕生に関するビデオ等の視聴覚教材 

○地域の外部講師（助産師）との打ち合わせ 

○講話に必要なもの（赤ちゃんの人形等） 
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６ 展開例（１時間取扱い） 

＜目標＞ 

◇保護者や成長を支えてくれた人からの手紙を読み、自分に対する願いに気づき、

自分や他の人たちの命を大切にしようとする心情を養う。 

◆自分や他の人たちが大切な存在であることに気付く。＜価値的・態度的側面＞ 

主な学習活動 ○教師の支援 ◇◆評価 備考 

１ 前時の復習として、生徒の感
想を聞く。 

○前時の学習で命の大切さについて触れ
ている感想を紹介する。 

前時の
感想 

２ 学習のめあてをつかむ。 
 

  
 

３ 手紙（メッセージ）を読む。 
 

○命の大切さを実感できるよう、あらかじ

め手紙を書いてもらう。 

○プライバシーを守るなど、みんなが安心

して手紙を読める環境づくりをする。 

手紙 

４ 自分の幼児期について語る。 

  

 

○グループで、幼いころの様子に

ついて話し合う。 

 

 

 

○メッセージ（便せん）について

話し合う。 

 

 

 

 

５ 手紙を読み、感じたことや気

付いたことを話し合う。 

○ワークシートに記入する。 

○グループで話し合う。 

 

 

６ 手紙を読んだり、友だちの発

表を聞いたりした感想を発表

する。 

 

 

 

○話しやすい話題から始め、互いに認め合

う雰囲気を高めていく。 

○自分の思い出と保護者の思い出の違い

を考えさせるなど、保護者の思いに迫る

ことができるよう支援する。 

○本人や手紙を書いた人の気持ちを大切

にし、話せる内容について伝え合うよう

にする。 

○相手の気持ちを共感的に受け止めるよ

う指導する。  

 

○これまでの学習と手紙にこめられた思

いとを重ね、自他の命について考えるよ

うにする。 

◆自分や友だちの大切さに気付き、言葉や

文章に表していこうとする。 

 

○発表を通して、感謝の気持ちや命の大切

さを確かめるようにする。 

◇成長を支えてくれた人々の願いを受け

とめ、自他の命の大切さについての考え

を深めることができる。 

 

手紙  

 

ワーク

シート 

 

 

 

メッセ

ージ 

 

 

 

 

ワーク 

シート 

７ 教師の話を聞く。 
 ・教師の話を聞く。 
 ・返事を書くことを知る。 

○教師自身の家族への思いを語る。また、

学習を通して気付いたことを大切にし、

自分なりに生かしていくよう伝える。 

 

参加的な学習 

お互いの幼いころについて、手紙をもとに語り合おう。 

手紙を読み、命の大切さについて考えよう。 
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７ 活用例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８ 資料 

＜外部講師（助産師）の講話の様子＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜生徒の感想＞※一部抜粋 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○命の大切さについての学習において、学習内容や発達段階に応じた講話を設

定する。 

＜小学校・中学校・高等学校＞ 

（例）保育所や幼稚園で働く人の講話 

（例）医療機関や消防署等で、救命活動に携わる人の講話 

（例）福祉作業所や高齢者施設などにおいて人権課題と直接関わって働く人の 

   講話 

○命を育むためには、命の大切さについてきちんと考え、話し合わなければな

らないことをあらためて感じた。将来、親になると思うが、その時は自己中

心的ではなく相手の体や心を気遣ってサポートできるようになりたい。 

 

○今日の講話で、自分の命をとても大切にしたいという気持ちをあらためて感

じた。お母さんが時間をかけて一生懸命頑張って生んでくれた自分が、今、

ここにいるということは、とても幸せだと思う。 

 



 45 

＜保護者や成長を支えてくれた様々な方に書いてもらうシート＞ 

 

        からの手紙（メッセージ） 

                                                                           

このプリントは、「命の大切さについて考えよう」というテーマで行っている

学習のまとめに使用し、お子さんに自分の命の大切さを感じてもらいたいと考え

ています。お手数ですが、御協力いただきますようお願いいたします。 

１ お子さんが幼いころのことについて、教えてください。 

（１） 幼いころに好きだった食べ物は何でしたか。 

 

 

 

 

 

（２） 幼いころ好きだった遊びについて教えてください。 

 

 

 

 

 

 

（３） お子さんは幼いころ、どんな子どもでしたか。 

 

 

 

 

 

 

２ 同封の便せんに、お子さんに対してのメッセージをお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

※封筒に便箋とシートをセットで入れておく。 

※説明書を添え、生徒が自分の命の大切さについて考えを深めること

ができるよう、メッセージを書いてもらうことを依頼する。 

※可能であれば、幼い頃の写真などを同封してもらう。 

※質問の項目は、学級の実態等に合わせて決定する。また、生徒が直

接インタビューすることも考えられる。 
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＜ワークシート＞ 

「命の大切さについて考えよう」 

 

                                        年  組（        ） 
 
１ 自分への手紙を読んだり、班のみんなへの手紙を聞いて、気が付いたこ
とを書きましょう。 

 

 

 

 

 

 
２ 他の班の人の感想を聞いて、自分が気付かなかったこと、同じ気持ちに
なったことなどを書きましょう。 
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１ 題材について 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 主な題材のねらい 

 

 

 

 

  

 

 

 

３ 指導のポイント 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

社会においては、急速に情報化、デジタル化が進み、インターネットが

利用できる家庭も急増している。また、若い世代を中心としてネットワー

ク端末としての携帯電話や携帯ゲーム機の急激な普及もある。その携帯端

末を使い、子どもたちは自分たちでネットワークにアクセスし、情報の検

索・閲覧を行うだけでなく、ソフトのダウンロードや個人情報の書き込み

等ができる環境にある。 

本題材では健全な情報社会の担い手として、インターネットの特性及び

個人情報保護の必要性を知らせ、情報モラルの重要性を理解させる取組を

通じて、情報に関する技術の利用場面に応じて適正に活動する能力と態度

を育てる。 

○個人情報、著作権、肖像権等を含む情報通信ネットワーク利用上のルールや

マナーついての理解が深まるように、また自分自身の問題として考えること

ができるように、日常生活につながる教材、教具の工夫を行う。 

○ＩＣＴを活用し、疑似体験的な活動を通して情報モラル等についての理解を

深めるとともに、日常生活への実践意欲の喚起を図る。 

○話し合い活動を取り入れることにより、個人の考えの幅を広げるとともに、

互いを認め合おうとする態度や実践力の育成を図る。 

◇情報モラルの必要性や情報に対する責任について考え、情報を適正に扱う

ことができる。 

◆個人情報の保護など、人権尊重の視点から情報発信について考え、自分自

身の行為に責任を持ち行動しようとする。    

＜価値的・態度的側面＞ 

情報社会と自己責任 
                           技術・家庭科  

中学校 事例２９：中学校における取組 
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４ 学習の概要（３時間取扱い）   ※   →「６ 展開例」で示した学習  

学習内容 指導上の留意点 

１ 情報社会の実態を知ろう。 

（１時間） 

○情報社会の実態について知り、基

本的な情報利用の仕組みを知る。 

・新聞記事や実際の事例等を扱い、身のまわり

の問題としてとらえさせる。その際、情報社

会に対するマイナスイメージをもたせないよ

う留意する。 

・安全に情報を利用するための基本的な仕組み

について押さえる。 

 

 

 

○教師作成のブログ（仮想Ｗｅｂペ

ージ）を見る。 

 

 

 

 

 

○資料（ＤＶＤやＷeb）を見て考え

る。 

○ネット上へ公開する際の問題に

ついて話し合う。 

○情報通信ネットワーク上で、情報

を発信する際のルールやマナー

に気付く。 

・個人情報、著作権、肖像権、知的財産、他者

の名誉や利益等、保護すべきことや問題点に

気付かせるために、あえて問題のある仮想Ｗ

ｅｂページや仮想ブログ等を扱う。 

・仮想Ｗｅｂページの内容については学級の取

組や学校行事等の身近なものにし、自分の問

題として考えさせる。 

・Ｗｅｂページが準備できない場合は、ネット

上に公開する場合に問題のある、人物写真（肖

像権）や文章（個人情報）等を準備する。 

・ＩＣＴを活用することにより、疑似体験的な

活動を取り入れる。 

・話し合いの場面では意見交換が活発に行われ

るように工夫する。 

３ 情報社会の中で生きていく

ために大切なことはどんなこ

とだろう。     （１時間） 

○情報の有用性と危険性について

考え、情報を適切に活用するため

の手段と態度を考える。 

・前時での気付きを大切にし、実際にどうすれ

ばよいかを考えさせる。 

 

・生徒たちの考えを大切にしながら、犯罪に巻

き込まれることや自分が犯罪の加害者になる

恐れがあることを補足する。 

 

 

５ 準備 

 

 

 

 

○ 学校生活や行事を題材にした仮想Ｗｅｂページやブログを作成しておく。

作成するブログはあえて、個人情報、著作権や肖像権において問題となる

ものとする。（ネット上にアップロードはしない。） 

 

２ 情報発信のルールやマナー

について考えよう。（１時間） 
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６ 展開例１＜情報モラル教材「春野家ケータイ物語」ＤＶＤ利用＞  

（１時間取扱い） 

＜目標＞ 

◇情報発信の問題点に気付き、情報発信のルールやマナーについて考える。 

◆人権が守られている状態にあることを大切にし、情報の真偽を適切に判断しよ

うとする。                   ＜価値的・態度的側面＞ 

主な学習活動 ○教師の支援 ◇◆評価 備考 

１ 前時の学習内容を振り返る。 

 

２ 教師が作成したブログを見る。 

 

 

３ 本時の目標を知る。 

 

 

○安全に情報を利用するための基本

的な仕組みについて振り返る。 

○生徒たちにとって身近な学校生活

や行事等を材料に写真等を使って

事前にブログ（※1）を作成して

おき、提示する。 

 

教師作成

ブログ 

 

４ ドラマを見て、内容を整理する。 

 

 

５ ドラマの中のブログの記事につ 

いて、公開してもよいかどうかを

考え、付せんに理由を書く。 

 

 

 

６ グループで４つの記事について 

意見を出し合う。 

・公開できるかどうか（理由） 

・どこに問題があるのか 

・どんなルールやマナーが必要か 

７ 話し合いの内容を発表し、要点 

を整理する。 

○考える視点を与えるため、ドラマ

の場面の写真を使って内容を整理

する。 

○公開できるものとできないものを

２色の付せんに書き分けることに

より、視覚的に自分の意見を整理

できるようにする。 

◆人権が守られているかを確かめ、

情報を適切に判断しようとする。 

○色分けした付せんをワークシート

に貼ることで、グループの意見を

整理しやすくする。 

◇情報発信の問題点に気付き、ルー

ルやマナーについて考える。 

○発表内容が多い場合は、いくつか

の記事に絞って発表させる。 

 

ＤＶＤ「春

野家ケー

タイ物語」 

ＤＶＤ付

属写真 

青色、赤色

の付せん 

 

ワークシ

ート 

８ 本時の内容をまとめる。 

 

 

○生徒が考えたルールやマナーを認

め、それをもとに教師が作成した

ブログの問題点を確認し、必要に

応じて補足していく。 

教師作成

ブログ 

ワークシ

ート 

※１ 携帯電話を所持している生徒たちは、ネットにアクセスしブログ（ウェブログ）やプロフ（プロ

フィール）を閲覧していると考えられる。また、自作のブログや他人のブログに書き込みを行うこ

とも考えられる。自分たちの問題として課題意識を持たせるために、提示するものをあえてブログ

としたが、提示するものはネット上に公開した場合に問題となるような写真や文章等でもよい。 

体験的・協力的な学習 

情報発信のルールやマナーについて考えよう。 
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展開例２＜情報モラル教材「春野家ケータイ物語」ＤＶＤが利用できない場合＞ 

（１時間取扱い） 

＜目標＞ 

○情報発信の問題点に気付き、情報発信のルールやマナーについて考える。 

◆人権が守られている状態にあることを大切にし、情報の真偽を適切に判断しよ

うとする。                   ＜価値的・態度的側面＞ 

主な学習活動 ○教師の支援 ◇◆評価 備考 

１ 前時の学習内容を振り返る。 

 

 

 

２ 本時の目標を知る。 

 

 

○安全に情報を利用するための基本

的な仕組みについて振り返る。 

（ＩＤ、パスワード、フィルタリン

グ、ウィルスチェック等） 

 

 

フラッシ

ュカード 

 

３ 教師が作成したＷｅｂページを

見る。 

 

 

 

 

 

 

４ Ｗｅｂページの記事や画像につ 

いて、公開してもよいかどうかを 

考え、付せんに理由を書く。 

 

 

 

５ グループでＷｅｂページの課題 

について意見を出し合う。 

・公開できるかどうか（理由） 

・どこに問題があるのか 

・どんなルールやマナーが必要か 

６ 話し合いの内容を発表し、要点 

を整理する。 

○ 生徒たちにとって身近な学校生

活や行事等を材料に、写真等を使

って仮想Ｗｅｂページを作成し

ておき、提示する。あえて個人情

報や著作権等、公開に問題がある

ものを用意する。 

 

 

○公開できるものとできないものを

２色の付せんに書き分けることに

より、視覚的に自分の意見を整理

できるようにする。 

◆人権が守られているかを確かめ、

情報を適切に判断しようとする。 

○色分けした付せんをワークシート

に貼ることで、グループの意見を

整理しやすくする。 

◇情報発信の問題点に気付き、ルー

ルやマナーについて考える。 

○発表内容が多い場合は、課題を絞

って発表させる。 

仮想Ｗｅ

ｂページ 

 

 

 

 

 

 

 

ワークシ

ート 

青色、赤色

の付せん 

 

７ 本時の内容をまとめる。 

 

 

○生徒が考えたルールやマナーを認

め、それをもとに教師が作成した

ブログの問題点を確認し、必要に

応じて補足していく。 

仮想Ｗｅ

ｂページ 

ワークシ

ート 

 

情報発信のルールやマナーについて考えよう。 

このＷｅｂページをこのままネット上に公開しようと思い

ますがいいですか？ 

体験的・協力的な学習 
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７ 活用例 

 

 

 

 

 

 

 

 

８ 資料 

＜参考資料＞ 

・情報モラル教材「春野家ケータイ物語｣ＤＶＤ  ５「責任ある情報発信」 

                 （独立行政法人メディア教育開発センター）  

※資料に関するホームページ（“キッズ”“携帯”“活用”プロジェクト） 

 http://kids-ktai.jp/index.html 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜小学校高学年＞ 

○ Ｗｅｂページの問題点（個人情報、著作権、肖像権の侵害）を気付かせる場

面では、言葉が難しいため、わかりやすい説明や工夫が必要である。 

＜他教科＞ 

○道徳・学級活動等でも取り組める内容である。 

http://kids-ktai.jp/index.html


 

 

5
2

 

情報発信のルールやマナーについて考えよう（情報社会と自己責任） 

  年  組  番  名前                  

 場面１ 場面２ 場面３ 場面４ 

写真  

 

 

 

 

 

 

 

   

公開で 

きるか 

できな 

いか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

班の 

考え 

    

 

この部分に付せんを貼る。上の場面の写真を見て、公開できるものと公

開できないものを色分けして、理由を書く。 

 

この部分には場面の写真を入れる。著作権や個人情報、肖像権等の課題がある

写真を使う。 

班の考えをまとめて発表する内容を書く。 

（この欄をなくして、公開できるかできないかのスペースを大きくして

もよい。） 

場面が多い場合は減らす 

公開できる意見 

公開できない意見 

ワークシート（例） 
※このシートに付せんを貼り、発表にも使用するため、用

紙は大きめ（Ａ３以上）が望ましい。 


